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川
井
家
史
料
に
つ
い
て

 

公
文

豪

川
井
家
史
料
の
出
現

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
五
月
末
、
大
石
宗
県
議
会
議
員
か
ら
、「
川
井
さ
ん
と
い
う

知
り
合
い
の
家
に
、
板
垣
退
助
な
ど
か
ら
の
手
紙
が
沢
山
あ
る
ら
し
い
。
読
め
る
人
を
探

し
て
い
る
の
で
、読
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。六
月
二
日
、

大
石
県
議
に
手
配
し
て
い
た
だ
き
、
二
人
で
高
知
市
愛
宕
町
の
住
む
川
井
均
さ
ん
宅
を
訪

ね
た
。
元
は
喫
茶
店
だ
っ
た
よ
う
で
、
店
内
に
残
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
川
井
家
が

保
存
し
て
き
た
写
真
や
ハ
ガ
キ
・
封
書
類
が
広
げ
ら
れ
て
い
た
。す
べ
て「
川
井
楠
太
郎
」

と
い
う
人
物
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

川
井
楠
太
郎
に
つ
い
て
知
る
人
は
皆
無
に
近
い
だ
ろ
う
が
、
故
近
藤
勝
氏
が
、
戦
前
、

土
佐
郡
森
村
相
川
（
現
・
土
佐
町
相
川
）
に
「
板
垣
退
助
の
隠
し
子
」
と
噂
さ
れ
る
老
人

が
い
た
と
い
う
話
を
「
板
垣
退
助
と
相
撲
」（『
土
佐
史
談
』
一
六
一
号
）
に
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
二
月
、
嶺
北
の
自
由
民
権
家
・
近
藤
猪
太
郎
の

墓
の
写
真
を
拙
著
『
史
跡
ガ
イ
ド
・
土
佐
の
自
由
民
権
』
に
載
せ
る
た
め
、
カ
メ
ラ
持
参

で
相
川
へ
行
っ
た
と
き
、
私
は
偶
然
出
会
っ
た
地
元
の
人
か
ら
「
板
垣
退
助
の
隠
し
子
の

墓
が
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
、
興
味
半
分
、
川
井
楠
太
郎
の
墓
を
写
真
に
お
さ
め
て
帰
っ
て

き
た
こ
と
が
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
れ
は
根
も
葉
も
な
い
噂
話
と
し
て
全
く
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の

た
び
突
然
現
れ
た
板
垣
退
助
夫
妻
、
長
男
鉾
太
郎
夫
妻
、
孫
の
守
正
夫
妻
、
板
垣
家
執
事

か
ら
の
八
十
点
近
い
ハ
ガ
キ
と
書
簡
な
ど
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
身
内
同
然
、
大
変
親
密
な
関

係
に
あ
っ
た
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
た
だ
た
だ
驚
嘆
、
瞠
目
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

結
論
か
ら
言
え
ば
、「
板
垣
退
助
の
隠
し
子
」
説
を
実
証
す
る
に
足
る
史
料
は
何
も
出

て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
川
井
楠
太
郎
は
一
体
ど
う
い
う
関
係
で
板
垣
退
助
・
絹
子
夫
妻

を
は
じ
め
板
垣
家
三
代
の
人
々
と
濃
密
な
人
間
関
係
を
保
ち
、
板
垣
家
の
財
産
管
理
を
任

さ
れ
て
い
た
の
か
？ 

そ
の
最
初
の
接
点
が
不
明
な
た
め
、
首
を
か
し
げ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
明
治
十
年
代
の
新
聞
記
事
が
存
在
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
さ
え
も
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
内
容
で
、
目
下
の
と
こ
ろ

は
右
の
話
は
「
永
遠
の
謎
」
と
し
て
と
ど
め
お
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

川
井
楠
太
郎
と
史
料
の
内
容 

川
井
楠
太
郎
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
二
十
一
日
、
川
井
勝
助
と
関
（
子
）

の
長
男
に
生
ま
れ
た
。

『
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
祖
先
勝
重
は
天
正
年
中
か
ら
長
岡
郡
立
川
下
名
村
に
住
み
、
土

佐
藩
主
山
内
氏
入
国
後
、
立
川
下
名
村
庄
屋
役
、
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
二
月
、
立
川

口
道
番
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
給
田
七
反
御
折
紙
を
下
し
置
か
れ
た
。
子
に
長
男
勝
宗
、
二

男
勝
重
が
あ
り
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
病
死
す
る
と
同
年
八
月
長
男
勝
宗
が
跡
式
相

続
。
二
男
勝
重
は
土
佐
郡
森
郷
相
川
村
に
住
ん
だ
。
勝
重
の
子
孫
が
相
川
で
代
を
重
ね
、

川
井
勝
助
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
特
に
目
立
っ
た
記
録
は
な
い
の
だ
が
、
父
・

勝
助
に
つ
い
て
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
勝
助 

昭
和
四
年
八
月
八
日
死
。
八
十
三
歳
。
巨
万
ノ
資
産
ヲ
貯
蓄
ス
。
日
露
戦
役

ニ
際
シ
テ
金
五
拾
円
ヲ
献
納
ス
木
杯
ヲ
賜
ヒ
、
森
村
巡
査
駐
在
所
新
築
ノ
際
ニ
ハ
米
二
十

石
ヲ
寄
付
ス
又
同
村
土
居
小
学
校
基
本
財
産
ト
シ
テ
山
林
二
町
歩
ヲ
寄
付
ス
相
川
購
買

組
合
ヘ
金
一
千
円
ヲ
寄
付
ス
、
妻
女
関
子
。
相
川
字
中
尾
上
田
悦
蔵
女
・
明
治
三
十
五
年

九
月
廿
一
日
死
。
四
十
七
歳
」

勝
助
が「
巨
万
ノ
資
産
ヲ
貯
蓄
」す
る
こ
と
が
で
き
た
経
済
上
の
背
景
は
わ
か
ら
な
い
。

『
戸
籍
』
に
よ
れ
ば
、
生
ま
れ
た
の
は
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
七
月
七
日
で
あ
る
。

母
・
関
子
の
生
年
は
不
明
。
四
十
七
歳
で
死
亡
し
た
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
か

ら
逆
算
す
る
と
、
安
政
二
～
三
（
一
八
五
五
～
一
八
五
六
）
頃
の
生
ま
れ
に
な
る
。
勝
助

に
嫁
し
、
入
籍
し
た
年
月
日
も
現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

川
井
家
史
料
の
内
容
は
、
す
べ
て
板
垣
家
の
家
事
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
個
人
所
有

で
あ
る
た
め
、
原
本
閲
覧
に
は
制
約
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
川
井
均
氏
の
快
諾
を
得
て
、

本
稿
で
は
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
を
翻
刻
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
類
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
板
垣
退
助
及
び
夫
妻
連
名
の
ハ
ガ

キ
な
ど
八
点
、
板
垣
絹
子
夫
人
か
ら
の
も
の
二
十
六
点
、
長
男
鉾
太
郎
・
節
子
夫
妻
か
ら

の
も
の
十
二
点
、
孫
守
正
・
外
子
夫
妻
か
ら
の
も
の
十
点
、
孫
正
貫
か
ら
の
も
の
三
点
、
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板
垣
家
執
事
横
山
友
義
か
ら
の
も
の
十
点
、
執
事
関
口
武
次
郎
か
ら
の
も
の
五
点
、
竹
内

明
太
郎
か
ら
の
も
の
二
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、右
の
総
数
七
十
六
点
を
時
系
列
で
並
べ
、各
史
料
に
整
理
番
号
を
付
し
た
。 

ハ
ガ
キ
・
封
書
に
は
月
日
だ
け
の
記
載
や
判
読
不
能
の
消
印
が
多
く
、
差
出
年
不
明
の

も
の
が
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
通
信
の
内
容
、
切
手
、
住
所
か
ら
差
出
年
を
推

定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
各
人
の
転
居
に
よ
る
住
所
変
更
が
意
外
に
役
立
ち
、
ほ
ぼ

全
て
の
差
出
年
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
得
た
推
定
年
月
日
に

つ
い
て
は
、
各
史
料
「
消
印
」
の
項
に
「（
推
定
・
○
○
年
○
月
○
日
）」
と
書
し
て
あ
る
。

以
下
、
特
に
興
味
深
い
史
料
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
に
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
板
垣
家
の
財
産
管
理
に
つ
い
て
は
、執
事
・

横
山
友
義
か
ら
の
書
簡
に
詳
し
い
。

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
十
一
月
二
十
四
日
付
横
山
書
簡
（
整
理
番
号
３
）
に
よ

り
、
川
井
楠
太
郎
が
板
垣
が
所
有
す
る
「
本
山
牧
場
」
と
称
す
る
土
地
の
「
管
理
人
」
を

委
託
さ
れ
た
経
緯
が
わ
か
る
。
場
所
は
、
現
在
の
長
岡
郡
本
山
町
木
能
津
か
ら
大
豊
町
梅

ノ
本
、
桧
生
に
か
け
て
の
尾
根
筋
で
、
七
十
五
㌶
ほ
ど
の
山
林
で
あ
る
。
官
林
を
「
牧
場
」

用
地
と
し
て
購
入
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
牧
場
経
営
計
画
が
本
格
化
し
た
の
は
板
垣
最
晩

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
二
十
三
日
書
簡
（
整
理
番

号
６
）
に
は
、「
牧
場
事
業
設
計
に
関
す
る
費
用
如
何
程
に
有
之
候
哉
概
算
に
て
宜
敷
候

間
至
急
御
申
越
被
下
度
主
人
よ
り
右
御
頼
申
候
様
被
申
付
候
」
云
々
と
あ
り
、
こ
の
頃
か

ら
牧
場
事
業
計
画
が
動
き
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
牧
場
に
は
不
適
地
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
計
画
は
頓
挫
し
て
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年

に
板
垣
が
他
界
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
川
井
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
四
月
八
日
、
土
佐
郡
潮
江
村
字
竹
島
（
現
高
知

市
竹
島
）
の
板
垣
所
有
地
の
「
小
作
契
約
及
び
番
人
雇
用
解
除
」
の
件
で
板
垣
の
代
理
人
を

委
任
さ
れ
て
い
る
（
整
理
番
号
10
）。
こ
の
土
地
は
、
板
垣
没
後
に
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
係

争
地
で
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
七
月
十
二
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
・
徳
島
高
知
版
』
に
、

以
前
か
ら
の
番
人
中
平
某
を
相
手
取
っ
た
板
垣
の
長
女
・
片
岡
兵
に
よ
る
墓
地
、
田
畑
、
山

林
等
所
有
地
取
り
戻
し
訴
訟
の
控
訴
公
判
が
大
阪
控
訴
院
で
開
か
れ
た
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

兵
は
一
審
で
勝
訴
し
た
が
、被
告
中
平
某
が
永
代
借
用
説
を
主
張
し
て
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

記
事
中
、
証
人
の
証
言
に
「
中
平
は
数
十
年
前
板
垣
伯
よ
り
右
土
地
の
番
人
を
命
ぜ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
中
平
は
山
林
の
木
を
盗
伐
し
た
り
す
る
の
で
伯
の
激
怒
を
か
ひ

番
人
は
や
め
さ
せ
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
本
史
料
、
大
正
五
年
に
川
井
楠
太
郎
が
代
理

人
と
し
て
委
任
さ
れ
た
「
番
人
雇
用
解
除
」
の
用
務
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
川
井
は
、
本
山
牧
場
の
管
理
、
同
用
地
に
か
か
る
町
税
代
納
、
板
垣
家
所

有
の
「
小
川
山
」
売
却
（
整
理
番
号
６
、
７
）、
墓
地
清
掃
（
整
理
番
号
48
）
な
ど
板

垣
家
の
財
産
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
。

次
に
、
三
代
に
わ
た
る
板
垣
家
と
の
親
密
な
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

板
垣
退
助
と
妻
絹
子
、
長
男
鉾
太
郎
夫
妻
、
孫
守
正
夫
妻
か
ら
は
、
年
賀
状
の
ほ
か
、

柿
や
栗
を
は
じ
め
季
節
の
贈
り
物
へ
の
礼
状
が
多
い
。
中
に
は
「
亡
夫
大
好
物
の
潮
江
株（

蕪
）

御
賜
恵
被
成
下
難
有
存
候
早
速
本
日
の
仏
前
供
へ
候
」
と
、
板
垣
生
前
の
大
好
物
・
潮
江

蕪
を
送
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状
も
あ
る
（
整
理
番
号
35
）。
潮
江
蕪
は
高
知
市
潮
江
の
地
域

野
菜
で
、
戦
後
一
時
絶
滅
し
て
い
た
が
、
牧
野
富
太
郎
の
指
示
で
種
子
が
保
存
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
、
近
年
篤
農
家
の
尽
力
で
復
活
し
、
伝
統
野
菜
「
潮
江
菜
」
の
名
称
で

有
名
に
な
っ
て
い
る
。

板
垣
・
川
井
両
家
の
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
文
・
弔
文
の
や
り
と
り
が

懇
切
で
あ
る
。

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
、
絹
子
か
ら
女
中
雇
い
入
れ
を
依
頼
さ
れ
て
世
話
を

す
る
な
ど
板
垣
家
の
信
頼
の
厚
さ
が
わ
か
る
（
整
理
番
号
30
、
31
、
32
、
33
、
34
）。

な
お
、
女
中
到
着
を
知
ら
せ
た
執
事
・
関
口
武
次
郎
の
書
簡
（
整
理
番
号
31
）
に
「
当

地
平
博
も
出
品
出
揃
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
平
和
を
記
念
し
、
同

年
上
野
公
園
で
ひ
ら
か
れ
た
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
を
指
す
。

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
板
垣
鉾
太
郎
か
ら
の
年
賀
状
（
整
理
番
号
62
）
の
添
え

書
き
に
、「
東
京
江
き
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
私
も
あ
な
た
を
す
き
で
す
よ
」
と
率
直
な
思
い

が
書
か
れ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
親
密
ぶ
り
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。大

正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
二
月
五
日
、
高
知
城
追
手
門
内
の
（
旧
）
板
垣
退
助
銅

像
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
孫
の
大
学
生
・
守
正
が
除
幕
し
、
式
典
で
は
追
手
門
内
を
埋
め

た
一
万
の
参
会
者
を
前
に
遺
族
を
代
表
し
て
草
稿
な
し
の
謝
辞
を
述
べ
た
。（
整
理
番
号

42
）
の
守
正
書
簡
は
、
除
幕
式
を
終
え
、
京
都
を
経
て
帰
京
し
た
こ
と
の
報
告
、
高
知

滞
在
中
の
展
墓
案
内
、
饗
応
、
餞
別
な
ど
へ
の
礼
状
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、『
板
垣
退

助
全
集
』
編
輯
の
た
め
の
資
料
照
会
（
整
理
番
号
53
）
な
ど
守
正
か
ら
の
興
味
深
い
手

紙
が
あ
る
。
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板
垣
家
の
執
事
・
関
口
武
次
郎
の
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
三
日
付
け
品
物
恵

贈
へ
の
礼
状
（
ハ
ガ
キ
）
に
「
小
川
夫
人
逝
去
せ
ら
れ
取
込
居
候
」
と
あ
る
の
は
、
板
垣

の
三
女
・
婉
逝
去
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
（
整
理
番
号
55
）。
婉
は
愛
妾
・
小
清
と
の

間
に
生
ま
れ
た
娘
で
、
写
真
家
・
小
川
一
真
と
再
婚
し
て
い
た
。

さ
て
、
板
垣
絹
子
は
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
四
月
十
三
日
に
逝
去
し
た
（
整
理
番

号
74
、
75
、
76
）。
享
年
七
十
九
。
同
月
十
五
日
の
『
高
知
新
聞
』
に
「
板
垣
伯
未
亡

人
昨
夜
逝
く
」
と
の
小
さ
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
絹
子
は
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
、
板
垣
逝
去
の
年
に
脳
溢
血
で
倒
れ
た
。
こ
の
年
一
月
に
は
末
子
・
六
一
を

ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
喪
い
（
整
理
番
号
20
）、
七
月
十
六
日
に
は
夫
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
も

と
で
肺
炎
を
併
発
し
て
逝
去
し
た
。
心
労
が
重
な
っ
て
の
発
病
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
後
、
殆
ん
ど
快
癒
の
状
態
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
再
発
し
、

爾
来
八
年
間
を
病
床
で
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
同
年
三
月
二
十
六
日
付
の
板
垣
節
子
の
手

紙
（
整
理
番
号
67
）
に
「
折
角
御
上
京
な
さ
い
ま
し
た
の
に
折
あ
し
く
病
人
の
為
に
何

の
お
か
ま
ゐ
も
出
来
ま
せ
ず
」
云
々
と
あ
る
の
は
、
絹
子
の
再
発
病
臥
の
こ
と
で
あ
る
。

同
七
年
三
月
二
十
三
日
付
の
絹
子
名
ハ
ガ
キ
は
代
筆
で
、「
當
家
御
後
室
に
は
一
昨
年
よ

り
病
床
と
な
り
目
下
も
御
全
快
之
由
も
無
く
御
座
候
へ
共
格
別
の
御
変
り
之
無
く
候
」
と

晩
年
の
状
態
を
伝
え
て
い
る
（
整
理
番
号
71
）。

そ
の
他
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
、
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
知
ら
れ
ざ
る
板
垣
家
の
家
事

を
伝
え
る
史
料
が
こ
れ
ほ
ど
の
量
ま
と
ま
っ
て
出
現
し
た
こ
と
は
一
驚
に
値
す
る
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
、
写
真
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
本
稿
で
は
、
下
段
に
板
垣
退
助
晩
年
の
初

出
写
真
二
点
を
掲
載
し
た
。

一
点
は
、
板
垣
退
助
と
川
井
楠
太
郎
が
並
ん
だ
写
真
で
、
裏
に
「
大
正
三
年
撮
影

麻

布
板
垣
邸 

板
垣
退
助
伯 

川
井
楠
太
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
川
井
楠
太
郎
三
十
九

歳
頃
の
写
真
で
あ
る
。

も
う
一
点
は
、
大
礼
服
姿
の
板
垣
退
助
・
絹
子
夫
人
が
乳
児
を
挟
ん
で
撮
っ
た
写
真
で

あ
る
。
撮
影
年
月
日
は
不
明
。
同
じ
場
所
で
同
じ
服
を
着
用
し
た
夫
妻
の
既
知
の
写
真
が

あ
る
が
、
乳
児
を
挟
ん
だ
写
真
は
初
出
で
あ
る
。
子
ど
も
の
名
前
は
わ
か
ら
な
い
。

本
稿
で
は
紹
介
し
な
い
が
、
板
垣
退
助
と
殆
ん
ど
同
じ
長
い
髭
を
は
や
し
た
晩
年
の
川

井
楠
太
郎
の
写
真
が
二
点
、
お
よ
び
相
川
の
川
井
家
旧
宅
の
写
真
一
点
も
残
っ
て
い
る
。 

（左）板垣退助 （中）不明 （右）板垣絹子 （左）川井楠太郎 （右）板垣退助 
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【
史
料
紹
介
・
川
井
家
史
料
】

整
理
番
号
１

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
明
治
年
不
明
１
月
３
日
）

高
知
県
土
佐
郡
森
村

川
井
楠
太
郎
殿

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

一
月
元
旦

伯
爵 

板
垣
退
助

整
理
番
号
２

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
明
治
43
年
）
５
月
２
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
殿

（
封
筒
裏
）

東
京
芝
愛
宕
町
板
垣
邸

横
山
友
義

（
本
文
）

時
下
御
清
栄
奉
賀
候
肺
病
特
効
薬
ニ
関
し
主
人
へ
の
御
書
柬
相
談
早
速
主
人
よ
り
石
原

知
事
ニ
対
し
依
頼
状
被
呈
出
候
ニ
付
御
了
知
相
成
た
し
偖
御
申
越
ニ
依
れ
ば
奇
妙
之
効

験
有
之
候
趣
当
家
に
今
病
人
有
之
訳
に
は
無
御
座
候
得
共
折
を
以
斯
病
の
者
ニ
試
み
度

候
間
御
序
之
節
少
々
配
分
被
成
下
候
事
被
相
叶
申
間
布
歟

依
命
御
通
知
旁
右
御
相
談 

早
々
拝
具

五
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
殿

整
理
番
号
３

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
明
治
43
年
）
11
月
24
日

高
知
県
土
佐
郡
森
郷
相
川
村

川
井
楠
太
郎
殿

至
急
親
展

（
封
筒
裏
）

三
銭

東
本
山
村
役
場

三
銭

本
山
町
役
場

領
収
調
送
附
料

東
京
市
芝
区
愛
宕
町
二
丁
目
壱
番
地
板
垣
邸

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
啓
時
下
寒
冷
之
候
に
候
處
益
御
健
勝
奉
賀
候
陳
ハ
牧
場
之
件
に
付
不
相
替
御
配
慮
被

下
候
趣
奉
感
謝
候
扨
今
回
別
紙
之
通
村
役
場 

ゟ
申
来
り
候
得
共
遠
路
之
事
故
何
共
難
致

候
間
誠
に
御
手
数
相
掛
け
御
気
之
毒
に
候
得
共
他
に
管
理
人
依
頼
可
致
向
も
無
之
候
間

主
人
ゟ
貴
下
御
依
頼
致
而
相
願
可
申
と
の
事
に
御
座
候
御
迷
惑
と
ハ
奉
存
候
得
共
何
卒

宜
敷
御
執
計
被
下
度
右
御
依
頼
迠 

匆
々
拝
具

十
一
月
廿
四
日

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
殿

猶
以
御
納
税
被
下
其
上
□
課
ハ
御
計
算
御
送
附
被
下
候
ハ
ゝ
税
金
御
廻
送
可
仕
候
間
御

承
知
被
下
度
候

整
理
番
号
４

（
封
筒
な
し
・
整
理
人
筆
）

大
正
２
年
11
月
27
日

税
立
替
納
付
依
頼

本
山
牧
場
配
慮
感
謝

（
本
文
）

拝
啓
晩
秋
之
候
益
御
健
勝
奉
賀
候
陳
ハ
其
後
本
山
牧
場
之
件
に
付
不
一
方
御
配
慮
被
下

難
有
奉
謝
候
扨
例
之
大
正
二
年
第
二
期
畑
租
別
紙
之
通
納
税
書
参
り
候
誠
に
御
繁
忙
中

願
上
兼
候
得
共
御
上
納
被
下
度
右
御
依
頼
迠
申
上
度 

草
々
拝
具

十
一
月
廿
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

板
垣
邸
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横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
５

（
結
婚
式
案
内
状
・
封
筒
な
し
）

拝
啓
愈
御
清
穆
奉
恭
賀
候
今
般
千
頭
清
臣
氏
夫
妻
ノ
媒
妁
ヲ
以
テ
小
山
鞆
繪
ト
退
助
五

女
良
子
ト
結
婚
仕
候
ニ
付
御
披
露
申
上
度
候
間
来
ル
十
五
日
午
後
五
時
京
橋
区
采
女
町

精
養
軒
ヘ
御
光
来
被
成
下
度
此
段
御
案
内
申
上
候 

敬
具

大
正
四
年
一
月
九
日

鞆
繪
母 

小
山
ス
イ
子

伯

爵

板
垣 

退
助

同

絹
子

追
テ
来
ル
十
三
日
迄
ニ
乍
御
手
数
御
来
否
御
一
方
被
下
度
候

整
理
番
号
６

（
封
筒
な
し
・
整
理
人
筆
）

大
正
四
年
四
月
廿
三
日 

横
山
友
義

小
川
山
売
却
感
謝
、
代
金
問
合

牧
場
費
用
概
算
問
合

本
山
町
税
代
納
依
頼

（
本
文
）

尚
々
以
て
左
に
相
願
候
概
算
書
極
々
至
急
を
要
し
候
間
大
々
的
急
速
に
御
送
附
被
下
度

偏
に
奉
願
候
也

拝
啓
仕
候
時
候
不
順
に
候
處
益
御
健
勝
奉
賀
候
其
後
時
々
御
起
居
可
相
伺
筈
之
處
種
々

取
紛
御
無
音
に
打
過
候
段
何
共
申
訳
無
之
候
陳
ハ
牧
場
之
件
に
付
両
度
御
申
越
に
相
成

候
處
小
生
儀
病
気
に
て
療
養
罷
在
不
恁
麼
御
無
音
仕
候
段
奉
謝
候
扨
御
配
慮
に
よ
り
小

川
山
売
却
之
儀
も
大
に
相
達
候
趣
就
て
テ
売
却
代
金
ハ
如
何
計
に
相
成
候
哉
又
牧
場
事

業
設
計
に
関
す
る
費
用
如
何
程
に
有
之
候
哉
概
算
に
て
宜
敷
候
間
至
急
御
申
越
被
下
度

主
人
よ
り
右
御
賴
申
上
候
様
被
申
付
候
間
先
ハ
不
取
敢
右
御
賴
上
候 

匆
々
拝
具

四
月
廿
三
日

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

（
別
紙
）

尚
以
別
紙
之
通
本
山
村
役
場
よ
り
申
来
り
候
間
毎
々
御
手
数
相
掛
不
相
済
儀
に
候
得
共

御
代
納
被
下
度
奉
願
候
也

整
理
番
号
７

（
封
筒
）（
推
定
・
大
正
４
年
）
10
月
26
日

高
知
県
土
佐
郡
江
ノ
口
町

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

十
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
市
芝
区
芝
公
園
七
十
八 

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
啓
秋
冷
之
候
益
御
健
勝
奉
賀
候
陳
ハ
御
地
小
川
山
之
件
に
付
種
々
御
配
慮
相
蒙
り
奉

深
謝
候
扨
例
之
地
租
割
別
紙
之
通
申
来
り
候
間
御
手
数
な
か
ら
何
分
宜
敷
奉
願
先
ハ
取

紛
中
右
迠
匆
々

拝
具

十
月
廿
六
日

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
８

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

５
年
１
月
１
日

高
知
市
外
江
ノ
口
村
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
殿

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

大
正
五
年
一
月
一
日

伯
爵 

板
垣
退
助

東
京
市
芝
公
園
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整
理
番
号
９

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 
５
年
１
月
１
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

大
正
五
年
一
月
元
旦

東
京
市
麻
布
区
笄
町
百
四
十
二
番
地

竹
内
明
太
郎

整
理
番
号
10

委

任

状

拙
者
儀
高
知
県
土
佐
郡
江
ノ
口
壹
千
百
六
拾
八
番
地
川
井
楠
太
郎
ヲ
以
テ
部
理
代
人
ト

定
メ
左
ノ
権
限
ヲ
委
任
ス

一
高
知
県
土
佐
郡
潮
江
村
字
竹
島
拙
者
所
有
地
所
ニ
関
ス
ル
小
作
契
約
及
番
人
雇
用

解
除
ノ
事

右
代
理
委
任
状
依
而
如
件

大
正
五
年
四
月
八
日 

東
京
市
芝
区
芝
公
園
第
七
號
地
八
番

板
垣
退
助

㊞

整
理
番
号
11

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
５
年
５
月
18
日

高
知
県
土
佐
郡
江
ノ
口
町

川
井
楠
太
郎
様

至
急
必
親
展

（
封
筒
裏
）

東
京
市
芝
区
芝
公
園
七
ノ
八
板
垣
邸

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
啓
暖
気
之
候
に
候
處
益
御
健
勝
奉
賀
候
陳
ハ
過
日
御
地
女
中
之
儀
に
付
折
角
御
申
越

被
下
候
處
其
節
ハ
一
時
断
申
上
置
處
此
頃
当
家
居
掛
り
之
女
中
小
間
遣
病
気
に
て
□
□

□
□
致
候
様
次
第
に
付
予
て
貴
家
よ
り
御
申
越
之
女
中
何
分
御
世
話
被
下
度
就
て
ハ
給

料
ハ
一
ケ
月
三
円
に
て
本
人
上
京
之
旅
費
ハ
何
円
計
入
用
に
有
之
候
哉
誠
に
御
手
数
に

ハ
候
得
と
も
何
卒
御
交
渉
之
上
本
人
承
諾
致
候
ハ
ゝ
電
報
に
て
御
申
越
被
下
度
願
上
候

又
竹
嶋
借
入
金
半
ヶ
年
分
利
子
本
月
二
十
日
に
支
払
之
契
約
に
候
處
都
合
御
坐
候
て
本

月
末
日
迠
に
送
金
可
致
就
て
ハ
本
日
電
報
て
傍
士
君
へ
相
願
候
間
何
分
に
も
宜
敷
奉
願

候将
又
本
山
牧
場
之
税
金
別
紙
之
通
り
督
促
致
来
候
間
毎
度
宜
敷
御
取
計
被
下
度
奉
願
候

先
ハ
右
迠
御
願
申
上
度 

草
々
拝
具

五
月
十
八
日

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

尚
以
女
中
ハ
予
て
当
家
奥
さ
ん
よ
り
御
話
申
上
置
候
通
り
小
間
遣
に
て
素
よ
り
当
家
ハ

頗
る
世
話
敷
候
に
付
猶
ホ
本
人
へ
御
申
聞
置
被
下
度
奉
願
候
也

整
理
番
号
12

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
年
８
月
３
日

高
知
市
外
江
ノ
口
町
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川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
芝
区
芝
公
園
板
垣
邸

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
復
炎
暑
之
候
愈
々
御
清
栄
奉
賀
候

陳
者
竹
嶋
之
件
に
付
き
種
々
御
配
慮
相
掛
け
八
月
五
日
迠
に
は
確
定
致
候
趣
承
知
致
し

御
礼
申
上
候
傍
士
氏
へ
も
宜
敷
申
上
被
下
度
候
不
調
の
原
因
に
は
延
引
等
之
事
も
書
翰

に
よ
り
承
知
仕
候
就
て
御
当
家
に
於
て
も
非
常
に
急
ぎ
居
候
ハ
ゝ
八
月
五
日
迠
に
は
あ

て
に
し
て
相
待
ち
居
り
候
ハ
ゝ
至
急
御
運
ば
し
被
下
度
御
願
申
上
候

八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

御
依
頼
致
候
女
中
も
急
ぎ
居
り
候
て
竹
嶋
山
の
金
子
の
内
に
て
八
円
御
渡
し
被
下
早
速

上
京
す
る
様
御
取
斗
被
下
度
御
願
申
上
候

整
理
番
号
13

（
名
刺
）川

井
楠
太
郎
氏
乞
御
引
見

板
垣
退
助

奥
田
義
人
殿

整
理
番
号
14

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
６
年
１
月
１
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

一
月
元
旦

東
京
市
麻
布
区
笄
町
百
四
十
二
番
地

竹
内
明
太
郎

整
理
番
号
15

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
６
年
１
月
６
日

高
知
市
外
江
ノ
口
村
二
六
八

川
井
楠
太
郎
殿

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

一
月
元
旦

伯
爵 

板
垣
退
助

東
京
市
芝
公
園

整
理
番
号
16

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
６
年
６
月
12
日

高
知
県
高
知
市
江
ノ
口
町
愛
宕
町
通

川
井
楠
太
郎
様 

親
展

（
封
筒
裏
）

東
京
市
芝
区
愛
宕
町
三
ノ
一

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
啓
梅
雨
候
益
御
健
勝
奉
賀
候
次
に
小
生
病
気
も
少
ハ
快
方
に
相
移
り
候
得
共
疲
労
甚

敷
暫
之
處
外
出
難
出
来
候
間
過
日
も
申
上
候
竹
嶋
之
利
子
来
る
十
五
日
迠
前
陳
之
通
に

付
御
送
金
仕
候
事
難
相
整
候
間
誠
に
勝
手
ヶ
間
敷
候
得
共
何
卒
来
月
十
五
日
頃
迠
延
期

御
相
談
被
下
度
若
し
先
方
に
於
て
来
月
十
五
日
迠
延
期
不
承
諾
に
候
ハ
ゝ
本
月
三
十
日

迠
延
期
致
呉
候
様
何
分
に
も
御
交
渉
被
下
度
偏
に
奉
希
候
先
ハ
再
応
御
願
申
上
度
匆
々

拝
具六

月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
17

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
６
年
）
11
月
５
日

- 7 -



高
知
県
高
知
市
江
ノ
口
待
ち
中
ノ
橋
通

川
井
楠
太
郎
様 

親
展

（
封
筒
裏
）

東
京
市
芝
区
芝
公
園
七
ノ
八

横
山
友
義

（
本
文
）

拝
啓
陳
ハ
兼
々
御
配
慮
被
下
候
竹
嶋
一
件
も
本
月
期
限
有
之
候
處
是
非
取
留
め
無
き
申

度
今
回
本
山
久
壽
賴
氏
に
相
談
致
同
氏
之
名
義
に
騰
記
致
置
度
即
ち
元
利
金
ハ
本
山
氏

之
代
理
人
と
し
て
御
地
高
見
住
岡
本
静
氏
為
持
て
万
般
の
手
続
等
代
理
為
致
セ
シ
ム
ル

事
に
相
成
候
間
此
段
御
承
知
被
下
度
奉
願
候
貴
下
ハ
本
山
の
方
へ
御
旅
行
被
成
候
哉
と

存
候
間
委
細
之
儀
ハ
揚
田
氏
ヘ
依
頼
致
候
間
是
又
御
承
知
被
下
度
先
ハ
右
迠
匆
々

拝

具
十
一
月
五
日

横
山
友
義

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
18

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

７
年
１
月
６
日

高
知
市
江
ノ
口
町

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

大
正
七
年
一
月
元
旦

伯
爵 

板
垣
退
助

東
京
市
芝
公
園

整
理
番
号
19

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
８
年
１
月
１
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
内
大
森
区
入
新
井
町
六
ノ
四
二
〇

板
垣
鉾
太
郎

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年併

謝
平
素
之
疎
遠

尚
祈
貴
家
之
幸
福

一
月
一
日

整
理
番
号
20

（
封
筒
表
）

消
印 

８
年
１
月
□
日

高
知
市
江
ノ
口
村
一
一
六
八

川
井
楠
太
郎
殿

（
封
筒
裏
）

高
知
局
消
印 

８
年
１
月
27
日

東
京
芝
公
園 

伯
爵
板
垣
退
助

同

絹
子

（
本
文
）

拝
啓
先
般
三
男
六
一
死
去
候
際
は
甚
深
な
る
御
同
情
を
以
て
早
速
御
吊
意
を
忝
ふ
し
御

芳
志
厚
く
御
禮
申
上
候
茲
に
忌
明
に
際
し
不
取
敢
以
書
中
御
挨
拶
迄
如
此
御
座
候

敬

具
大
正
八
年
一
月
廿
四
日

伯
爵 

板
垣
退
助

同

絹
子

整
理
番
号
21

（
板
垣
退
助
法
要
案
内
状
・
封
筒
な
し
）

拝
啓
板
垣
退
助
薨
去
の
節
は
御
懇
篤
な
る
御
弔
慰
を
辱
う
し
且
つ
御
鄭
重
な
る
御
供
物

を
賜
は
り
御
厚
情
難
有
奉
謝
候
来
る
十
月
廿
三
日
は
百
ヶ
日
に
相
當
り
候
に
付
同
日
午

前
正
十
一
時
芝
区
愛
宕
町
青
松
寺
に
於
て
法
要
相
営
み
度
候
御
繰
合
御
臨
席
被
成
下
候

は
ヾ
光
栄
の
至
り
に
奉
存
候
先
は
右
御
禮
旁
御
案
内
申
上
度
如
此
に
御
座
候 

敬
具

大
正
八
年
九
月
廿
八
日

葬
儀
委
員
一
同
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野
田
卯
太
郎

友
人
総
代

原

敬

親
族

一
同

相
続
人

板
垣

守
正

川
井
楠
太
郎
殿

追
て
御
手
数
来
る
十
月
十
五
日
迄
に
御
来
否
御
一
報
被
下
度
希
上
候
尚
當
日
此
状
御

持
参
奉
願
候

整
理
番
号
22

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

９
年
１
月
１
日

高
知
市
江
ノ
口
町
一
一
六
八

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

大
正
九
年
一
月
元
旦

芝
区
濱
松
町
一
ノ
一
五

関
口
武
次
郎

整
理
番
号
23

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能

高
知
市
江
ノ
口
町

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
仕
候
寒
威
日
に
増
し
て
厳
敷
候
處
御
一
統
様
愈
御
健
勝
に
被
為
渉
候
御
儀
と
奉
恐

悦
候 

陳
者
私
儀
此
度
左
記
へ
住
居
を
移
転
仕
候
に
就
て
は
不
相
変
御
厚
誼
を
賜
は
り

候
様
奉
希
上
候
尚
ほ
甚
だ
乍
勝
手
服
喪
中
に
候
得
者
年
末
並
に
年
始
御
礼
の
儀
は
遠
慮

仕
候
に
付
併
て
御
承
知
被
成
下
度
候

先
は
右
御
挨
拶
申
上
度
如
此
御
座
候 

拝
具

大
正
九
年
一
月
五
日

（
転
居
先
）
東
京
府
荏
原
郡
品
川
町
北
品
川
一
本
木
三
百
四
十
六
番
地

（
電
話
高
輪
二
〇
八
〇
番
）

板
垣
絹
子

整
理
番
号
24

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
10
年
１
月
１
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
而
新
年
之
賀
詞
申
上
候

一
月
元
旦

板
垣
鉾
太
郎

同

節
子

大
森
区
入
新
井
町
六
ノ
四
二
〇

整
理
番
号
25

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

10
年
１
月
□
日

高
知
市
江
ノ
口
町
中
ノ
橋
通
り

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

大
正
十
年
一
月
元
旦

芝
区
通
新
町
一
四板

垣
絹
子

整
理
番
号
26

（
封
筒
表
）

消
印 

10
年
７
月
５
日

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口
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川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
市
芝
区
通
新
町
十
四
番
地板

垣
絹
子

（
本
文
）

閉
経
来
る
七
月
十
五
日
は
亡
夫
板
垣
退
助
の
第
三
回
逮
夜
に
相
當
候
間
特
に
永
平
寺
管

長
北
野
元
峰
禅
師
を
雇
請
致
し
於
自
宅
仏
事
相
営
み
申
候

就
て
は
當
日
御
焼
香
被
来
下
候
は
ヾ
誠
に
本
懐
之
至
り
に
有
之
候
右
謹
ん
で
御
案
内
申

上
候

追
而
極
暑
の
砌
り
に
付
御
焼
香
時
間
は
午
后
五
時
よ
り
同
六
時
半
ま
で
と
相
定
め

候
猶
記
念
と
し
て
廉
品
呈
上
致
し
候
間
御
受
納
被
下
度
願
ひ
候

大
正
十
年
七
月

日

板
垣
絹
子

川
井
楠
太
郎
殿

整
理
番
号
27

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
10
年
８
月
４
日

高
知
市
江
ノ
口
町
二
六
八

川
井
楠
太
郎
様

（
同 

裏
）

岡
山
市
山
下
石
山
十
ノ
五

板
垣
鉾
太
郎

（
本
文
）

拝
啓

過
日
御
飛
報
に
接
し
て
御
長
女
糸
喜
様
御
逝
去
の
趣
承
り
事
の
あ
ま
り
に
意
外
な
る
に

驚
愕
仕
候
愛
児
を
先
に
立
た
せ
給
へ
る
貴
下
の
御
胸
中
察
す
る
も
涙
に
候

今
更
な
が
ら
人
生
遭
離
の
儚
さ
を
痛
感
致
さ
れ
候
此
上
は
御
身
体
大
切
に
な
さ
れ
御
供

養
専
一
に
存
候
過
般
早
刻
御
吊
問
申
上
く
べ
き
の
處
折
柄
愚
息
旅
行
中
に
て
延
引
今
日

に
及
び
候
儀
缺
礼
の
程
悪
し
か
ら
ず
御
寛
容
願
上
候 

遅
捲
な
が
ら
書
状
を
借
り
て
哀

悼
の
情
を
申
述
候

敬
具八

月
四
日

板
垣
鉾
太
郎

守

正

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
28

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
10
年
８
月
２
日

高
知
県
土
佐
群
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
市
芝
区
通
新
町
十
四 

八
月
二
日板

垣
絹
子

（
本
文
）

拝
復
昨
日
は
御
子
様
御
死
去
の
報
に
接
し
実
に
驚
入
り
候
皆
々
様
に
は
さ
ぞ
〴
〵
御
く

や
み
の
こ
と
と
推
察
申
上
候

就
て
は
甚
た
粗
品
な
が
ら
香
一
箱
御
送
り
候
間
御
霊
前
へ
御
供
へ
被
上
度
候

板
垣
絹
子

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
29

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
１
月
１
日

高
知
市
外
江
ノ
口
町
百
軒
町
四
角
北

川
井
楠
太
郎
様

岡
山
市
方
京
町
一
四
八

板
垣
鉾
太
郎

仝

せ
つ
子
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（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
禱

平
素
の
疎
情
を
謝
し

貴
家
能
萬
福
越
祈
る

一
月
一
日

整
理
番
号
30

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
３
月
４
日

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
芝
区
通
森
町
十
四板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
先
日
御
尋
ね
被
下
且
つ
結
構
の
御
土
産
被
下
難
有
御
礼
申
上
候
扨
て
女
中
之
事
□

□
御
心
配
被
下
大
坂
よ
り
御
は
が
き
難
有
存
候
然
る
に
当
方
に
て
□
に
入
申
候
間
御
地

に
て
の
御
詮
議
は
御
見
合
せ
被
下
度
先
ハ
右
御
礼
旁
右
迄
申
上
候 

早
々

三
月
四
日

整
理
番
号
31

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
４
月
３
日

高
知
市
江
ノ
口
町
一
一
六
八

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
芝
区
通
新
町
十
四
板
垣
邸

関
口
武
次
郎

（
本
文
）

拝
啓
度
々
御
芳
書
被
下
難
有
存
候
大
兄
に
は
不
相
変
御
勇
健
大
慶
之
至
に
奉
存
候
扨
て

今
回
ハ
女
中
之
儀
に
付
不
一
方
御
高
配
相
蒙
り
御
陰
様
に
て
今
朝
到
着
致
安
心
仕
候
本

日
一
日
は
休
息
為
致
明
日
よ
り
立
働
か
せ
可
申
洵
に
よ
さ
そ
う
の
人
物
に
て
御
後
室
様

大
に
嬉
ば
れ
申
候
猶
ほ
好
物
の
を
し
な
御
恵
与
被
下
厚
く
御
禮
申
上
候
早
速
漬
物
と
し

て
晩
酌
の
膳
へ
上
せ
可
申
候
当
地
平
博
も
出
品
出
揃
い
景
気
付
候
間
見
物
旁
御
出
京
如

何
に
御
坐
候
哉
御
待
ち
申
上
候
御
後
室
よ
り
呉
々
も
御
禮
申
上
候
間
左
様
御
承
知
被
下

度
先
は
不
取
敢
右
御
礼
迠 

早
々
拝
具 

四
月
二
日

武
次
郎

川
井
大
兄 

玉
案
下

整
理
番
号
32

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
□
□
４
月
□
□

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
芝
区
通
新
町

四
月
廿
一
日

板
垣
絹
子

（
本
文
）

拝
啓
過
日
は
女
中
御
世
話
被
下
難
有
存
候
然
る

に
同
人
は
着
京
の
翌
朝
よ
り
病
気
に
て
足
痛
之

趣
に
付
医
師
を
呼
ひ
療
養
為
致
候
得
共
次
第
に

痛
み
烈
し
く
相
成
先
般
御
地
に
て
二
ヶ
月
余
入

院
治
療
せ
し
時
と
同
様
の
容
体
故
万
一
重
患
と

相
成
帰
郷
も
出
来
さ
る
様
成
候
て
は
と
心
配
致

候
間
帰
郷
致
度
と
の
事
故
旅
費
貸
与
出
立
為
致

申
候
本
人
も
既
に
帰
着
致
居
候
故
委
細
御
聞
及

ひ
の
事
と
存
候
得
共
乍
後
右
御
披
申
上
候

次
に
当
方
も
其
侭
に
て
女
中
に
困
り
居
候
間
高

知
市
之
者
は
好
ま
し
か
ら
す
候
得
共
御
郷
里
森

辺
に
て
身
体
健
全
の
二
三
年
御
飯
焚
を
す
る
者

有
之
候
ハ
ヾ
是
非
御
世
話
被
成
下
度
先
ハ
右
御

披
旁
御
願
迠 

早
々
敬
具
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四
月
廿
一
日

 
 

 
 

 
板
垣
絹
子

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
33

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
５
月
３
日

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
差
様

東
京
市
芝
区
通
新
町
十
四

板
垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
先
日
願
上
候
通
り
女
中
御
飯
炊
に
困
り
居
候
就
て
は
高
知
市
の
者
に
て
は
永
く
し

ん
ほ
う
致
候
者
有
之
間
敷
と
存
候
に
付
郷
里
森
辺
の
者
に
て
二
三
年
勤
続
致
候
者
無
之

候
哉
実
は
福
岡
子
爵
家
に
て
も
御
飯
炊
き
一
名
入
用
之
趣
に
付
連
れ
有
之
候
ハ
ヾ
出
京

致
候
者
も
或
は
有
之
候
事
か
と
も
存
候
間
御
含
に
て
両
名
御
坐
候
ハ
ヾ
至
極
都
合
に
御

坐
候
何
卆
御
世
話
被
下
度
乍
御
手
数
御
心
当
り
の
有
無
鳥
渡
御
披
煩
し
度
願
上
候

敬

具
五
月
三
日

整
理
番
号
34

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
□
年
５
月
14
日

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
芝
区
通
新
町
十
四板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
追
々
暑
さ
に
相
向
候
処
御
障
り
無
之
大
慶
に
奉
存
候
扨
て
先
日
御
願
申
上
候
女
中

は
御
心
当
無
之
候
哉
当
方
も
大
に
困
り
居
候
間
乍
御
手
数
徃
信
に
て
御
模
様
被
成
下
度

奉
願
上
候 

早
々

五
月
十
四
日

整
理
番
号
35

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
６
月
16
日

高
知
県
高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

六
月
十
五
日

芝
通
新
町
十
四板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
暑
さ
烈
し
く
相
成
候
処
御
変
り
無
之
大
慶
に
奉
存
候
扨
而
此
度
ハ
亡
夫
大
好
物
の

潮
江
株（

蕪
）

御
賜
恵
被
成
下
難
有
存
候
早
速
本
日
の
仏
前
供
へ
候
不
取
敢
右
御
礼
申
上
候
次

に
次
第
に
暑
さ
も
相
成
候
間
当
分
御
送
り
御
品
ハ
扣
へ
被
下
度
候
先
ハ
御
礼
旁
右
迠

早
々 

拝
具

整
理
番
号
36

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
８
月
９
日

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

東
京
司
馬
通
新
町
十
四板

垣

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
先
日
女
中
之
事
御
願
申
上
置
候
処
当
方
に
て
一
人
相
知
之
者
有
之
由
申
来
候
間
御

願
を
取
消
度
旨
申
上
候
然
る
に
当
方
は
手
違
ひ
と
相
成
候
間
御
地
に
て
十
八
九
よ
り
廿

四
五
迠
の
者
に
て
好
く
働
き
二
三
年
勤
め
る
者
御
坐
候
ハ
ヾ
御
□
話
被
下
度
旅
費
は
当

方
に
て
出
費
可
仕
博
覧
会
は
見
せ
可
申
候
得
共
見
物
済
ん
た
か
ら
と
て
直
に
帰
る
者
に

て
は
困
り
候
間
二
、
三
年
は
勤
続
様
に
約
束
被
下
度
先
ハ
右
御
願
迄
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整
理
番
号
37

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 
（
推
定
・
大
正
）
□
年
12
月
□

高
知
市
江
ノ
口
町
江
ノ
口

川
井
楠
太
郎
様

芝
区
通
新
町
十
四板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

此
度
守
正
が
御
地
に
向
ふ
筈
に
相
成
り
申
候
間
粗
品
相
托
し
申
候
へ
ば
何
卒
御
笑
納
下

さ
れ
度
候

先
は
右
御
案
内
の
み 

早
々

十
二
月
一
日

整
理
番
号
38

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
□
年
１
月
１
日

高
知
県
高
知
市
江
ノ
口
村

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

一
月
元
旦

芝
区
三
田
通
新
町
一
四板

垣
絹
子

整
理
番
号
39

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印
（
判
読
不
能
）（
推
定
・
大
正
年
不
明
10
月
29
日
）

高
知
市
江
ノ
口
町
□
□

川
井
楠
太
郎
殿

芝
区
通
森
町
一
四板

垣
家

（
ハ
ガ
キ
裏
）

先
□
は
栗
の
実
を
御
送
付
被
下
慥
か
に
受
取
難
有
奉
存
候
不
取
敢
御
礼
旁
申
上
候

十
月
二
十
九
日

整
理
番
号
40

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

12
年
１
月
１
日

高
知
市
江
ノ
口
町

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

恭
賀
新
年

大
正
十
二
年
一
月
一
日

東
京
市
芝
区
通
新
町
十
四
番
地板

垣
絹
子

整
理
番
号
41

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能
（
推
定
・
大
正
12
年
11
月
25
日
）

高
知
市
通
五
丁
目

川
井
楠
太
郎

東
京
芝
通
新
町
十
四

板
垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

此
度
の
震
災
に
際
し
て
は
御
見
舞
を
辱
ふ
し
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
候
御
送
附
下
さ
れ

候
金
子
も
正
に
落
手
致
し
候
間
何
卆
左
様
御
承
知
下
さ
れ
度
候
当
方
も
御
陰
様
に
て
一

同
無
事
に
御
座
候
が
家
屋
に
は
多
少
の
破
損
有
之
候
先
は
右
御
礼
旁
御
通
知
ま
で

草
々十

一
月
廿
五
日
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整
理
番
号
42

（
封
筒
表
）

消
印 
（
推
定
・
大
正
）
□
年
12
月
23
日

高
知
市
通
町
五
丁
目

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
市
外
北
豊
島
郡
長
崎
村
一
三
〇
〇板

垣
守
正

（
本
文
）

拝
啓厳

寒
相
加
申
候
折
柄
御
一
同
様
御
清
栄
奉
賀
候
小
生
は
途
中
京
都
に
立
寄
り
軽
微
の

所
労
の
為
め
意
外
に
日
を
移
し
十
七
日
無
事
帰
京
仕
候
早
刻
御
一
報
申
上
く
べ
き
乍
ら

旅
疲
尚
全
か
ら
ず
一
に
は
事
故
に
取
り
紛
れ
延
引
の
缺
礼
御
寛
容
願
上
候 

小
生
御
地

滞
在
中
は
御
多
忙
中
を
御
配
慮
相
掛
け
殊
に
展
墓
に
際
し
て
は
東
西
に
御
奔
走
の
労
を

煩
は
し
御
陰
様
に
て
今
般
の
帰
郷
の
第
二
の
使
命
を
完
全
に
相
果
た
す
を
得
申
候
尚
々

送
別
の
御
饗
応
並
に
御
餞
別
の
御
贈
品
に
預
か
り
又
出
発
の
砌
は
態
々
遠
路
御
見
送
を

煩
は
し
候
儀
重
て
の
御
厚
誼
謝
礼
に
御
座
候 

就
中
御
土
産
の
品
々
は
聖
坂
の
祖
母
方

に
も
悦
び
を
分
ち
候
が
一
同
非
常
に
喜
申
候
拝
借
の
ト
ラ
ン
ク
は
慥
か
に
小
生
方
に
保

管
致
居
候
間
御
入
用
の
節
は
御
一
報
願
上
候
失(

？)

は
遅
れ
乍
ら
帰
来
御
一
方
旁
々
御

挨
拶
申
述
度
末
筆
乍
ら
御
病
後
の
御
婦
人
並
に
御
馴
染
の
川
井
第
二
世
君
に
宜
敷
御
風

声
願
上
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
々

十
二
月
廿
日

板
垣
守
正

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
43

（
封
筒
な
し
）（
推
定
・
大
正
12
年
12
月
ヵ
）

（
本
文
）

其
後
は
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
居
り
候
處
御
寒
さ
き
び
し
き
居
り
か
ら
御
家
内
さ
ま
御
機

嫌
宜
し
く
何
よ
り
御
め
で
度
存
じ
候
扨
て
此
度
守
正
帰
国
之
み
ぎ
り
わ
種
々
御
世
話
さ

ま
に
相
成
候
上
に
数
々
の
御
土
産
物
被
下
あ
り
が
た
く
一
同
喜
ん
で
頂
戴
い
た
し
居
り

候
厚
く
〳
〵
御
礼
申
上
候
直
ニ
御
礼
状
差
出
す
可
き
の
處
何
分
に
取
紛
れ
候
□
□
御
延

引
に
相
成
候
ぶ
ん
あ
し
か
ら
ず
思
召
被
下
度
候
先
ハ
右
御
礼
迠
申
上
候

か
し
く

節

子

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
44

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
13
年
７
月
17
日

高
知
市
通
町
五
丁
目

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
外
下
渋
谷
広
尾
八
八板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
酷
暑
の
砌
益
々
御
清
栄
奉
賀
候
扨
て
昨
日
結
構
な
る
名
産
沢
山
に
御
送
り
下
さ
れ

有
難
く
拝
受
早
速
御
供
へ
申
候
間
何
卆
左
様
御
承
知
下
さ
れ
度
候

先
は
右
御
礼
の
み
不
敢
取 

早
々

七
月
十
七
日

整
理
番
号
45

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

14
年
２
月
６
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎

東
京
下
渋
谷
広
尾
八
八

二
月
六
日

板
垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓

皆
様
に
は
其
後
御
変
り
も
有
り
ま
せ
ん
で
結
構
で
御
座
い
ま
す
私
方
も
無
事
で
暮
し
て

居
り
ま
す
御
安
心
下
さ
れ
度
今
日
は
又
結
構
な
柿
を
沢
山
御
恵
送
下
さ
れ
有
難
く
厚
く
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御
禮
申
上
ま
す

先
は
右
御
禮
迄
時
節
柄
御
自
愛
専
一
に
願
上
候

整
理
番
号
46

（
封
筒
表
）

消
印 

□
年
□
月
□
日
（
推
定
・
大
正
14
年
）
７
月
７
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

府
下
下
渋
谷
廣
尾
八
八板

垣
絹
子

（
本
文
）

拝
啓
来
る
十
六
日
亡
夫
退
助
七
回
忌
に
相
當
致
候
に
付
粗
品
拝
呈
致
候
間
御
受
納
被
下

度
候

敬
具

七
月
七
日

板
垣
絹
子

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
47

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
14
年
８
月
18
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様

東
京
府
下
北
豊
嶋
郡
長
崎
村
並
木
千
三
〇
〇板

垣
節
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

其
后
は
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
日
々
御
あ
つ
さ
き
び
し
く
御
座
い
ま
す
が
皆
さ
ま
御

変
り
も
あ
り
ま
せ
ん
か
私
方
に
て
も
一
同
ぶ
じ
に
過
し
て
お
り
ま
す
か
ら
何
卒
御
心
□

思
□
下
さ
い
ま
せ
粗
末
な
品
で
す
が
今
日
御
送
り
申
ま
し
た
か
ら
何
卒
御
受
取
下
さ
い

ま
せ
な
ほ
〳
〵
暑
さ
の
折
か
ら
皆
さ
ま
御
い
と
い
な
さ
い
ま
せ
先
ハ
右
ま
で

乍
末
筆
御
家
内
さ
ま
へ
も
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
い
ま
せ 

早
々
不
一

整
理
番
号
48

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
11
年
９
月
３
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

府
下
北
豊
嶋
郡
長
崎
村
一
三
〇
〇板

垣
節
子

九
月
二
日

（
ハ
ガ
キ
裏
）

御
は
が
き
拝
見
い
た
し
ま
し
た
大
変
き
び
し
い
暑
さ
で
す
が
皆
さ
ま
御
変
り
も
な
い
事

と
存
じ
ま
す
毎
度
な
が
ら
御
墓
の
御
掃
除
御
苦
労
さ
ま
に
存
じ
ま
す
厚
く
御
礼
申
上
候

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
ま
す

先
ハ
右
御
礼
ま
で 

早
々
不
一

時
下
□
□
□
□
御
大
切
に
な
さ
れ
ま
せ

整
理
番
号
49

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地 

川
井
楠
太
郎
様

東
京
府
下
北
豊
嶋
郡
長
崎
村
並
木
一
三
〇
〇

 

板
垣
節
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓

急
に
御
寒
く
相
成
候
處
皆
さ
ま
御
変
り
も
こ
れ
な
く
候
や
次
に
当
方
一
同
無
事
に
御
座

候
御
安
心
く
だ
さ
れ
度
候
さ
て
先
日
は
何
よ
り
の
好
物
沢
山
に
御
送
り
被
下
有
難
く
御

礼
申
上
候
家
事
に
取
紛
れ
候
て
遂
御
礼
御
延
引
の
だ
ん
御
ゆ
る
し
被
下
度
候
先
ハ
お
く

れ
な
が
ら
御
礼
ま
で 

早
々
不
一
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整
理
番
号
50

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 
判
読
不
能
（
推
定
・
大
正
年
不
明
２
月
９
日
）

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

日
々
御
寒
さ
つ
よ
く
候
處
美
奈
さ
ま
御
起
源
よ
ろ
し
く
何
よ
り
と
存
じ
ま
す
次
に
私
方

一
同
ぶ
じ
に
御
座
候
何
分
御
安
心
下
さ
い
ま
せ
又
只
今
に
何
よ
り
の
好
物
沢
山
御
送
り

下
さ
れ
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
江
候

先
ハ
右
取
あ
へ
ず
御
礼
ま
で

な
ほ
〳
〵
御
寒
さ
の
折
り
か
ら
皆
さ
ま
御
身
御
大
切
に
な
さ
れ
度
候

貳
月
九
日

北
豊
嶋
郡
長
崎
村
並
木板

垣
節
子

整
理
番
号
51

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
14
年
10
月
18
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六

川
井
楠
太
郎
様

東
京
下
渋
谷
広
尾
八
八板

垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓

先
日
は
見
事
な
栗
を
沢
山
御
恵
送
被
下
有
難
く
拝
受
致
し
ま
し
た 

早
速
御
霊
前
に
御

供
へ
致
し
ま
し
た
地
下
に
眠
っ
て
ゐ
ら
し
や
る
伯
も
嘸(

さ
ぞ)

か
し
御
満
足
の
事
と
嬉

し
く
思
ひ
ま
す 

先
は
右
乱
筆
乍
ら
御
禮
迄

草
々

整
理
番
号
52

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
15
年
１
月
１
日

高
知
市
北
森
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

大
正
十
五
年
元
旦

東
京
市
外
大
久
保
百
人
町
三
十
五

関
口
武
次
郎

整
理
番
号
53

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
１
年
12
月
31
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

寒
中
御
見
舞
を
兼
ね
近
況
お
知
ら
せ
申
上
げ
ま
す
。
御
声
援
の
裡
に
編
輯
進
捗
し
ま
し
た

『
板
垣
退
助
全
集
』
は
、
御
陰
様
で
略
々
其
の
重
要
な
資
料
を
網
羅
し
得
て
第
一
次
の
編

輯
締
切
を
終
り
ま
し
た
。
原
稿
総
枚
数
実
に
四
千
枚
に
近
か
ら
ん
と
し
て
を
り
ま
す
。
遠

か
ら
ず
責
任
あ
る
出
版
方
法
に
仍
つ
て
盛
大
に
刊
行
を
実
現
致
し
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は

更
ら
に
完
美
を
期
す
る
為
め
倍
旧
の
努
力
を
傾
け
て
聚
集
漏
れ
の
資
料
を
索
ね
て
第
二

次
の
編
輯
に
入
り
ま
し
た
か
ら
御
気
付
き
の
散
逸
資
料
も
御
座
い
ま
す
な
ら
ば
左
記
宛

に
御
教
示
を
煩
は
し
た
ふ
御
座
い
ま
す
。
重
ね
て
御
後
援
を
願
上
げ
ま
す
。

一
月
一
日 

東
京
市
外
大
久
保
百
人
町
一
八
一
（
電
四
谷
、
一
二
七
二
番
呼
出
）

板
垣
退
助
全
集
編
輯
所

板
垣
守
正

同

外
子

（
著
書
）
─
戯
曲
集 

自
由
黨
異
變 

（
寶
文
館
発
行
）

整
理
番
号
54

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
15
年
４
月
25
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六
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川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

お
送
り
下
さ
い
ま
し
た
小
包
、
今
朝
着
き
ま
し
た
。
結
構
な
御
国
産
を
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
早
速
一
同
で
風
味
い
た
さ
う
と
存
じ
て
を
り
ま
す
。
ま
た
折
々
御
国
の
御
便
り
な

ど
御
漏
ら
し
下
さ
い
ま
せ
。
御
一
統
様
に
良
し
く
御
傳
声
を
。
先
は
取
敢
ず
御
礼
ま
で

四
月
廿
五
日

東
京
市
外
高
円
寺
八
一
一

板
垣
守
正

整
理
番
号
55

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
大
正
）
15
年
５
月
３
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
外
大
久
保
百
人
町

関
口
武
次
郎

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
先
達
御
滞
京
中
は
失
禮
仕
候

扨
て
今
度
結
構
な
る
御
品
御
恵
與
被
成
下
難
有
存
候
早
速
御
禮
可
申
筈
之
處
小
川
夫
人

逝
去
せ
ら
れ
取
込
居
候
為
め
遷
延
今
日
に
及
申
譯
無
之
不
悪
御
寛
恕
被
下
度
先
ハ
右
御

禮
迠
申
上
候 

敬
具

五
月
二
日

整
理
番
号
56

（
封
筒
表
）

消
印 

15
年
７
月
15
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
同 

裏
）

府
下
杉
並
町
高
円
寺 

南
窓
園板

垣
守
正

（
本
文
）『

板
垣
退
助
全
集
』
編
輯
の
為
め
に
。

謹
啓

夏
季
相
迫
る
折
柄
御
清
栄
お
悦
び
申
上
げ
ま
す
。
偖
て
今
般
小
生
の
手
に
仍
つ
て
亡
祖
父

退
助
一
生
の
論
著
、
建
白
書
、
意
見
書
、
演
説
稿
、
書
簡
、
檄
文
、
祝
吊
辞
、
其
他
の
述

作
文
章
を
輯
め
て
『
板
垣
退
助
全
集
』
を
編
輯
の
上
広
く
江
湖
に
刊
行
致
し
た
い
と
存
じ

既
に
其
の
準
備
に
着
手
致
し
ま
し
た
が
故
人
と
御
交
遊
深
か
り
し
貴
下
の
御
援
助
を
得

て
漏
れ
な
く
資
料
を
収
め
故
人
の
全
面
影
を
偲
ふ
べ
き
完
全
な
全
集
を
世
に
送
り
出
し

た
い
が
小
生
の
念
願
で
御
座
い
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
上
述
の
各
項
目
に
該
当
す
べ
き
故
人
の
述
作
遺
稿
並
び
に
故
人
の
各
種

の
写
真
肖
像
の
類
い
を
始
め
此
の
全
集
に
収
録
す
る
に
相
応
は
し
き
資
料
が
御
手
許
若

く
は
御
旧
友
知
事
の
間
に
残
存
致
し
て
居
り
ま
す
れ
ば
左
記
宛
に
御
照
会
願
ひ
た
い
と

存
じ
ま
す
。
拝
借
の
上
は
責
任
を
以
て
早
速
移
写
致
し
て
御
返
納
申
上
げ
ま
す
か
ら
公
私

御
繁
忙
中
恐
縮
乍
ら
御
厚
意
を
御
頒
ち
下
さ
い
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
先
は
右
故

人
生
前
の
御
旧
誼
に
甘
へ
御
願
ま
で
。 

 

敬
白

大
正
十
五
年
七
月

東
京
府
杉
並
町
高
円
寺
八
百
拾
壹
番
地

板
垣
守
正
方

『
板
垣
退
助
全
集
』
編
輯
所

編
輯
責

任

者

板
垣
守
正

編

輯

助

手

旭
助
夫

川
井
楠
太
郎
殿

整
理
番
号
57

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

15
年
12
月
１
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

お
寒
く
な
り
ま
し
た
が
御
変
り
御
座
い
ま
せ
ん
か
。
偖
て
私
事
本
日
麻
布
歩
兵
一
聯
隊
第

中
隊 

 

班
一
年
志
願
兵
と
し
て
入
営
致
し
ま
し
た
。
入
営
前
に
一
度
拝
眉
御
訣
れ
申
上
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げ
た
い
と
存
じ
乍
ら
繁
忙
の
余
り
缺
礼
致
し
ま
し
た
か
ら
書
状
を
藉
り
て
御
挨
拶
申
上

げ
ま
す
。
尚
留
守
宅
は
左
記
に
移
し
ま
し
た
か
ら
併
せ
て
御
一
報
申
上
げ
ま
す
。
御
自
愛

を
祈
り
ま
す
。

大
正
十
五
年
十
二
月
一
日

板
垣
守
正

留
守
宅 
東
京
市
外
大
久
保
百
人
町
一
八
一

【
電
話
四
谷
一
二
七
二
番
呼
出
】

整
理
番
号
58

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
２
年
２
月
16
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
外
大
久
保
百
人
町
一
八
一

板
垣
守
正

（
ハ
ガ
キ
裏
）

前
略
御
免
下
さ
い
。
本
日
は
ま
た
結
構
な
乾
柿
沢
山
御
恵
送
下
さ
い
ま
し
て
有
難
ふ
御
座

い
ま
し
た
。
早
速
一
同
に
て
賞
味
致
し
土
佐
の
秋
に
逢
ひ
し
思
ひ
楽
し
み
ま
し
た
。
毎
々

の
御
厚
情
深
謝
致
し
ま
す
。
南
国
も
尚
お
寒
い
折
柄
と
存
じ
ま
す
。
折
角
御
一
同
御
自
重

下
さ
い
ま
せ
。
先
は
取
急
ぎ
御
礼
の
寸
信
迠

二
月
十
六
日

整
理
番
号
59

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
２
年
７
月
14
日

高
知
県
土
佐
群
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

東
京
市
麻
布
区
通
新
町
一
ノ
十
五板

垣
絹
子

七
月
十
一
日

（
本
文
）

拝
啓 

日
増
酷
暑
厳
し
き
折
柄
御
家
内
皆
様
に
は
御
健
勝
何
よ
り
存
じ
上
ま
す

此
の
度
は
御
鄭
重
な
る
御
手
紙
並
に
結
構
な
る
御
品
御
送
附
下
さ
れ
重
ね
〳
〵
の
御
厚

志
有
り
が
た
く
深
く
御
礼
申
上
ま
す

久
し
き
間
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
誠
に
申
分
之
な
く
御
詫
び
い
た
し
ま
す 

こ
ち
ら
も
お

か
げ
様
で
変
り
な
く
暮
し
居
り
ま
す
故
他
事
な
が
ら
御
休
心
下
さ
れ
度
お
く
れ
ば
せ
な

か
ら
右
御
礼
申
上
ま
す

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
御
健
康
を
御
祈
り
い
た
し
ま
す 

 

か
し
こ

板
垣
絹
子
代
筆

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
60

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
２
年
８
月
２
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六

川
井
楠
太
郎
様
御
直
披

（
封
筒
裏
）

東
京
市
麻
布
区
笄
町
一
八
〇 

八
月
二
日

板
垣
絹
子

（
本
文
）

其
後
は
定
め
し
御
淋
し
く
御
暮
の
事
と
存
ま
す
本
日
小
為
替
に
て
金
参
円
御
送
付
申
上

ま
す
か
ら
誠
と
に
軽
少
に
御
座
い
ま
す
が
ど
ふ
か
御
仏
前
へ
何
か
御
供
物
を
な
し
被
下

ま
す
様
御
頼
み
ま
す
先
は
取
あ
え
ず
右
ま
で 

匆
々

八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

板
垣
絹
子

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
61

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能
（
推
定
・
昭
和
年
不
明
）
８
月
８
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様
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麻
布
区
笄
町
一
八
〇

板

垣

八
月
八
日

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
御
暑
さ
き
び
し
き
折
か
ら
皆
さ
ま
御
無
事
何
よ
り
と
存
じ
候
次
に
当
方
一
同
ぶ
し

御
休
心
下
さ
れ
度
候
只
今
は
又
何
よ
り
の
品
御
送
り
被
下
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
上

候
な
ほ
〳
〵
時
下
柄
皆
さ
ま
御
身
お
ひ
と
ひ
な
さ
れ
度
候
先
は
右
ま
で

早
々
不
一

整
理
番
号
62

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
３
年
１
月
１
日

高
知
市
北
森
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

併
謝
平
素
之
疎
遠

尚
祈
貴
家
之
萬
福

一
月
元
旦

東
京
府
下
渋
谷
町
長
谷
戸
一
番
地板

垣
鉾
太
郎

外
一
同

東
京
江
き
て
ち
ょ
を
だ
い
ね
私
も
あ
な
た
を
す
き
で
す
よ

整
理
番
号
63

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

５
年
１
月
１
日

高
知
市
北
新
町
四
ノ
六

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

昭
和
五
年
一
月
元
旦

東
京
市
牛
込
区
若
松
町
一
〇
五板

垣
守
正

同

外
子

整
理
番
号
64

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能

土
佐
国
土
佐
郡
森
村

河
合

（
マ
マ
）

楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

謹
賀
新
年

昭
和
五
年
一
月
十
一
日

東
京
市
麻
布
区
笄
町
百
八
十

板
垣
絹
子

整
理
番
号
65

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能
（
推
定
・
昭
和
）
年
不
明
２
月
16
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様

東
京
府
麻
布
笄
町
一
四
〇

板
垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
御
寒
さ
の
折
か
ら
皆
さ
ま
御
変
り
も
な
く
何
よ
り
と
存
じ
候
次
に
当
方
一
同
ぶ
し

（
ぶ
じ
）

御
安
心
願
上
候
さ
て
只
今
は
好
物
沢
山
に
御
送
り
被
下
有
難
く
厚
く
〳
〵
御
礼
申
上
候

先
は
右
御
礼
ま
で 

早
々
不
一

な
ほ
〳
〵
時
下
柄
皆
さ
ま
御
い
と
ひ
な
さ
い
ま
せ

二
月
十
六
日
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整
理
番
号
66

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 
（
推
定
・
昭
和
）
□
年
４
月
27
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
時
候
不
順
之
折
か
ら
皆
さ
ま
御
ぶ
じ
に
候
や
当
方
に
も
一
同
ぶ
じ
乍
□
□
□
御
安

心
下
度
候
扨
て
只
今
は
何
よ
り
の
好
物
□
□
〳
〵
御
送
り
下
さ
れ
有
難
く
厚
く
御
礼
申

上
候
先
ハ
右
取
あ
へ
す
御
礼
迠 
早
々
不
一

四
月
廿
六
日

東
京
麻
布
笄
町
一
四
〇板

垣
節
子

整
理
番
号
67

（
封
筒
表
）

消
印 

破
損
（
推
定
・
昭
和
５
年
）
３
月
26
日

高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

河
井

（
マ
マ
）

楠
太
郎
様

（
同 

裏
）

東
京
麻
布
（
笄（

破

町損
）

）
一
四
〇

板
垣
節
子

三
月
廿
六
日

（
本
文
・
破
損
あ
り
）

□
度
は
折
角
御
上
京
な
さ
い
ま
し
た
の
に
折
あ
し
く
病
人
の
為
に
何
の
お
か
ま
ゐ
も
出

来
ま
せ
ず
却
て
お
つ
か
い
立
□
□
□
て
失
礼
い
た
し
ま
し
た
□
□
□
中
御
ぶ
し
に
御
帰

宅
の
事
と
存
じ
ま
す

さ
て
守
正
の
学
校
の
事
は
あ
な
た
が
御
立
ち
に
な
つ
た
あ
と
で
よ
く
知
り
ま
し
て
安
心

い
た
し
ま
し
た
あ
れ
は
□
□
間
□
□
□
昨
年
拾
弐
月
に
仏
語
の
試
験
も
受
け
ま
し
て
通

り
ま
し
て
凡
て
無
事
に
卒
業
い
た
し
ま
し
た
次
第
で
す
か
ら
何
卒
貴
君
も
御
安
心
□
□

□
ま
す
様
に
尚
弘
田
老
□
□
に
御
会
い
の
節
は
案
外
に
好
成
績
で
卒
業
い
た
し
ま
し
た

事
を
御
伝
下
さ
い
ま
す
様
に
願
ま
す
先
ハ
右
ま
で

あ
ら
〳
〵
か
し
こ

節
子

河
井

（
マ
マ
）

楠
太
郎
様

整
理
番
号
68

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
６
年
１
月
１
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村

河
井

（
マ
マ
）

楠
太
郎
殿

（
ハ
ガ
キ
裏
）

賀

正

板
垣
守
正

外
子

一
月
元
旦

東
京
市
牛
込
区
若
松
町
一
〇
五

整
理
番
号
69

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
６
年
３
月
23
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村

川
井
楠
太
郎
様

三
月
廿
三
日

東
京
市
牛
込
区
若
松
町
一
〇
五板

垣
守
正

同

外
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

大
変
よ
い
時
候
に
な
り
ま
し
た
皆
様
御
變
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
当
方
両
親
始
め
一
同
無

事
主
人
も
元
気
で
毎
日
活
動
い
た
し
て
居
り
ま
す
御
安
心
下
さ
い
ま
せ
本
日
は
又
結
構

な
送
り
物
頂
戴
仕
り
御
厚
意
の
程
有
り
が
た
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す

秋
の
県
会
の
選
挙
に
は
又
帰
国
す
る
事
に
な
り
ま
せ
う

先
づ
は
右
御
禮
ま
で

整
理
番
号
70

（
ハ
ガ
キ
表
）（
推
定
・
昭
和
年
不
明
８
月
８
日
）

消
印
判
読
不
能
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高
知
市
北
新
町
四
丁
目
六
番
地

川
井
楠
太
郎
様

麻
布
区
笄
町
一
八
〇板

垣

八
月
八
日

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
啓
御
暑
さ
き
び
し
き
折
か
ら
皆
さ
ま
御
無
事
何
よ
り
と
存
じ
候
次
に
当
方
一
同
ぶ
し

(

（
ぶ
じ
）)

御
休
心
下
さ
れ
度 

候
只
今
は
又
何
よ
り
の
品
御
送
り
被
下
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
上
候
く
だ
さ
り

な
ほ
〳
〵
時
下
柄
皆
さ
ま
御
身
お
ひ
と
ひ
な
さ
れ
度
候
先
は
右
ま
で

早
々
不
一

整
理
番
号
71

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

判
読
不
能
（
推
定
・
昭
和
７
年
３
月
23
日
）

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
麻
布
区
笄
町
一
八
〇

板
垣
絹
子

（
ハ
ガ
キ
裏
）

拝
呈

時
下
春
暖
之
候
皆
様
御
一
同
に
は
御
変
り
無
御
座
候
や
御
伺
申
上
候
當
家
御
後
室
に
は

一
昨
年
よ
り
病
床
と
な
り
目
下
も
御
全
快
之
由
も
無
く
御
座
候
へ
共
格
別
の
御
変
り
之

無
く
候
他
事
乍
御
休
心
被
下
度
候
本
日
は
甚
だ
結
構
な
る
御
品
を
御
送
り
被
下
誠
に
難

有
御
禮
申
上
候 

敬
具

三
月
二
十
三
日

整
理
番
号
72

（
封
筒
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
10
年
２
月
９
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

（
同 

裏
）

二
月
八
日

東
京
市
麻
布
区
新
綱
町
一
ノ
十
五

板
垣
執
事

（
本
文
）

拝
啓
余
寒
未
た
難
去
候
處
高
堂
倍
々
御
勇
健
奉
大
賀
候
降
て
当
方
後
室
も
変
り
無
之
候

間
乍
憚
御
安
意
被
下
度
候
扨
て
此
度
ハ
心
を
こ
め
ら
れ
し
御
品
御
恵
與
被
下
御
芳
情
難

有
御
厚
礼
申
上
候
後
室
よ
り
も
厚
く
御
礼
申
上
ら
れ
候
間
左
様
御
諒
承
被
下
度
先
ハ
不

取
敢
右
御
礼
旁
々
得
貴
意
候 

敬
具

二
月
八
日

板
垣
執
事

川
井
楠
太
郎
様

整
理
番
号
73

（
ハ
ガ
キ
表
）

消
印 

（
推
定
・
昭
和
）
11
年
８
月
19
日

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

東
京
市
麻
布
区
新
綱
町

板
垣
絹
子

八
月
十
九
日

（
ハ
ガ
キ
裏
）

前
略
御
免
被
下
度
候

今
日
は
御
鄭
重
な
る
御
書
面
並
に
お
珍
ら
し
き
数
々
の
御
品
御
送
附
し
た
さ
れ
御
厚
志

の
程
有
難
く
御
礼
申
上
げ
候

お
み
ご
と
な
る
松
魚
節
大
好
物
の
ぜ
ん
ま
い
早
速
食
膳
に
供
へ
賞
味
致
し
居
り
候

申
お
く
れ
ま
し
た
が
御
家
内
皆
々
様
に
は
御
壮
健
に
て
御
消
光
の
御
事
何
よ
り
と
存
じ

上
げ
候
い
つ
も
御
無
沙
汰
勝
に
て
心
に
か
け
つ
ゝ
も
失
礼
の
程
お
詫
び
申
上
候
当
方
も

お
か
げ
様
に
て
皆
々
変
り
な
く
暮
し
居
り
候
間
憚
り
な
が
ら
御
放
念
被
下
度
願
上
候

先
は
取
急
ぎ
右
御
礼
申
上
□
□
□ 

早
々
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整
理
番
号
74

（
封
筒
表
）

消
印 
判
読
不
能

高
知
県
土
佐
郡
森
村
相
川

川
井
楠
太
郎
様

（
封
筒
裏
）

正

貫

（
ハ
ガ
キ
裏
）

故
伯
爵
板
垣
退
助
妻
絹
子
儀
永
々
病
気
之
処
養
生
不
相
叶
四
月
十
三
日
午
後
九
時
十
五

分
逝
去
仕
候
間
此
段
御
通
知
申
上
候

追
而
告
別
式
ハ
四
月
十
七
日
午
後
二
時
ヨ
リ
三
時
迄
芝
区
愛
宕
町
青
松
寺
ニ
於
テ

挙
行
可
致
候

昭
和
十
三
年
四
月
十
四
日

東
京
市
麻
布
区
新
網
町
一
ノ
一
五

孫

板
垣 

正
貫

親
族
総
代 

浅
野
総
一
郎

整
理
番
号
75

（
弔
電
へ
の
礼
状
）

故
伯
爵
板
垣
退
助
妻
絹
子
逝
去
ノ
際
ハ
早
速
御
懇
篤
ナ
ル
御
弔
電
ヲ
忝
ウ
シ
洵
ニ
難
有

厚
ク
御
禮
申
上
候

昭
和
十
三
年
四
月

東
京
市
麻
布
区
新
網
町
一
ノ
一
五

孫

板
垣 

正
貫

親
族
総
代 

浅
野
総
一
郎

整
理
番
号
76

（
葬
儀
礼
状
）

故
伯
爵
板
垣
退
助
妻
絹
子
逝
去
ノ
際
ハ
早
速
御
懇
篤
ナ
ル
御
弔
詞
ヲ
忝
ウ
シ
且
ツ
霊
前

ヘ
御
鄭
重
ナ
ル
御
供
物
ヲ
賜
ハ
リ
洵
ニ
難
有
厚
ク
御
禮
申
上
候

昭
和
十
三
年
四
月

東
京
市
麻
布
区
新
網
町
一
ノ
一
五

孫

板
垣 

正
貫

親
族
総
代 

浅
野
総
一
郎

（
く
も
ん
ご
う 

自
由
民
権
運
動
研
究
者
）
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